
 

 

 
 

 
 
 
 
  

 
 

命のきらめき、決意のまなざし、胸にひびく言葉…心ゆさぶる本を集めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

「エモい本、あります。」 
心をゆさぶる感動本特集 

きららとしょかん明徳館

中学生・高校生向け読書案内 Ｎｏ．８６ 

ちいさいフクロウとクリスマスツリー 
―ほんとうにあったおはなし―  

ジョナ・ウィンター／文 ジャネット・ウィンター／絵 

福本友美子／訳 鈴木出版（Ｅウ） 
 

２０２０年、ロックフェラー・センターのクリスマスツ

リーで発見されたアメリカキンメフクロウの物語。フク

ロウは無事に森に帰ることができるのか。 

 

くるまの娘 

宇佐見りん／著 河出書房新社（F ウ） 

脳梗塞の後遺症に苦しむ母と、時々スイッチが入ったよ

うに残酷になる父。兄と弟が家族を置いて家を出た一方

で、両親のそばに残る１７歳のかんこ。家族のままなら

なさや、愛しているのに傷つけ合ってしまう苦しい気持

ちが胸に迫る作品。 

ヘルンとセツ 
田渕久美子／著 ＮＨＫ出版（F タ） 

アメリカからやってきた、後の小泉八雲となるラフカ

ディオ・ハーン（ヘルン）と武家の娘として生まれた

セツ。奇跡的に出会った２人が共同作業で名作『怪

談』を世界に発表する。 

２０２５年秋、ＮＨＫ朝の連ドラに登場。 

ガラスの魚 

山下明生／作 宇野亞喜良／画 理論社（９１ヤ） 

日本が戦争に負け、数年がたった。瀬戸内の島の中学に

通うアキラは夏休み最終日、謎の死体(ホトケサン)を見

つける。事故か？事件か？思いがけない出会いと別れ

に彩られたアキラ少年のひと夏の出来事。 

プーさんの戦争―世界一有名なクマのお話― 

リンジー・マティック、ジョシュ・グリーンハット／文  

ソフィー・ブラッコール／絵 山口文生／訳  

評論社（９３マ） 
 

「名前はウィニペグにしようかな。ちぢめてウィニー

だ。」カナダの森で生まれ、軍隊に拾われたことからイ

ギリスへ渡った子グマのウィニー。大きな歴史の流れの

中で活躍した小さなクマの、真実を基にした物語。 

そんな軽い命ならわたしにください 
―余命ゼロ いのちのメッセージ― 

渡部成俊／著 大和書房（９１ワ） 

ガンで余命宣告。あと 1 年半しか生きられないとい

われ絶望しても負けない決心をした著者が、みんな

に伝えたいこと。「命」とは何か。「生きる意味」と

は？自分の命、他人の命の尊さを教えてくれる本。 



 
 
 
 

植物園へようこそ 

国立科学博物館筑波実験植物園／編著 岩波書店（４７０．７６） 
 

植物を「知る・守る・伝える」という役割をもつ植物園。この本では筑波実験植物園に勤務

する研究者たちにより、その魅力が語られています。危険だらけの現地調査や非公開のバッ

クヤードなど、想像以上にユニークな日常を知ることができます。 

 

友だち関係で悩んだときに役立つ本を紹介します。（１４歳の世渡り術） 

河出書房新社／編 金原ひとみ〔他〕／著 河出書房新社（１５）  
 

「友だちって作らなくちゃいけないの？」「そもそも友だちってどんな人？」などなど、“友

だち関係”にもやもやすること、ありますよね。作家・インタビュアー・哲学者など、１９

人の先輩たちが、悩みを解決するヒントになりそうな本や漫画を紹介してくれます。 

 

渡す手  

佐藤文香／著 思潮社（９１１．５６） 
  

「ぞくぞくと、さようならがくる。夏の夜だからだ。」（「夏の夜」より）身近な言葉で表現

しながらも俳句の作者としての言語感覚が垣間見えます。言葉のセンスの高さ、自在さが評

価され、第 29 回中原中也賞を受賞した詩集です。 

 

はなしをきいて ―決戦のスピーチコンテスト―                         

マギー・ホーン／著 三辺律子／訳 理論社（９３ホ） 

スピーチコンテスト優勝を目指すヘイゼルとって、昨年優勝者のエラは宿敵ともいうべき相

手。だが、狡猾な同級生男子タイラーの仕業によって、彼女が SNS で攻撃されていることを

知ります。ヘイゼルはエラとともに反撃のための作戦を練りはじめました。 

 

 

 

https://www.city.akita.lg.jp/kurashi/shakai-shogai/1008469/index.html 

チョコレートを食べたことがないカカオ農園の子どもにきみはチョコレートをあげるか？ 

木下理仁／著 旬報社（333.8） 

いつも使っているコンタクトレンズのことを、あなたはほとんど知らないかもしれない 

吉田忠史／著 アスコム（496.42） 

トリマーになるには              大岳美帆／著 ぺりかん社（645.6） 

フェス旅                  津田昌太朗／著 小学館クリエイティブ（760.69） 

白線以外、踏んだらアウト           田丸雅智／著 光文社（Fタ） 

二人目の私が夜歩く              辻堂ゆめ／著 中央公論新社（Ｆツ） 

ＹＡコーナーへぜひどうぞ♪ 

新着本ピックアップ 
２０２４年５月 ～８月 

ほかにもこんな本が入りました 


